
教師の養成・採用・研修の一体的改革推進事業 令和3年度予算額 46百万円
（前年度予算額 62百万円）
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我が国が将来に向けて更に発展し繁栄を維持していくためには、未来を担う子供たちへの

学校教育の直接の担い手である教師の資質能力及び教職の魅力向上が不可欠である。教育再

生実行会議第十一次提言（令和元年5月17日）においては「Society5.0の到来などの様々な
社会変化や技術革新に対応した力を持つ教師の育成は喫緊の課題」とされており、加速度的

に変化する社会に対応する教育革新の大きな流れを見据えた、教師の養成・採用・研修の強

化が一層強く求められている。

事業内容

背景・
課題

● Society5.0時代の到来などの社会の変化に伴い、学校
教育を担う教師には「先端技術を効果的に取り入れたICT
活用指導力」「教科等横断的視点に立って児童生徒の資
質・能力を育成する力」「個別最適化された学びの在り方
を構想する力」などが一層重要になっている。このような新た
な社会に求められる資質・能力を有する教師の育成に資す
る、先導的な教職科目を開発する。

【3箇所×450万円】
● 英語教師を目指す学生を対象とした海外留学を含む教
員養成プログラムを開発する。

【1箇所×450万円】

養成改革の推進 採用改革の推進採用改革の推進
● 教職の魅力向上に関する取組の推進
多様な人材を教育界内外から確保するため、教職の魅
力向上を図る仕組みや、教職に関する理解を効果的に促
進するための情報発信の方法等を開発する。

【1箇所×400万円】
● 障害のある教師等の教育関係職員の活躍推進
・教育現場で活躍している全国の事例の収集・発信を行う。
・教育委員会や教職課程を置く大学等における合理的な
配慮の在り方等を明らかにする。

【2箇所×400万円】
● 教師の採用に関する近年の課題への対応
公立学校における教師の年齢構成は不均衡が生じており、
近年、大量退職に伴い採用者数を増加させた教育委員
会において採用倍率の低下が生じている傾向にある。こうし
た近年の課題等に関する要因や、教師の採用に関して成
果を上げている教育委員会の取組等を明らかにする。

【1箇所×400万円】
※このほか、教員採用選考試験における共通問題の作成に関する検討も引き
続き実施。

研修改革の推進研修改革の推進
● 新型コロナウイルス感染症等の影響により対面による研修
の実施が困難な状況となる例が生じているが、学校教育を
取り巻く環境の変化に応じた研修は不断に行われるべきも
のである。また、昨今の学校のICT環境整備の加速に伴い、
教師のICT活用指導力の向上も待ったなしの急務である。
そのため、新しい生活様式の中でも滞りなく実施できる研
修や、ICT活用指導力向上に資する研修を開発する。

【2箇所×350万円】

アウトカム(成果目標)

・先導的な教職科目の開発
・教員採用選考試験における受験者数の安定的な確保
・教育委員会における計画的な採用・人事、バランスの取
れた教師の年齢構成の実現
・障害のある教師等の教育関係職員の活躍の実現
・新しい生活様式の中でも滞りのない研修の実現
・研修を通じた現職教師のICT活用指導力の更なる向上

インパクト(国民・社会への影響)
質の高い多様な教師集団により、子供たちが予測不能な
未来社会を主体的に生き、社会の発展に創造的に参画す
る力を育成する学校教育が行われ、一人一人の児童生徒
が持続可能な社会の創り手となる。

アウトプット(活動目標)

・教職課程を持つ大学への先導的な教職科目の普及及び
当該大学における新たな社会に求められる資質・能力を有
する教師の育成の実現
・多様な人材を教育界内外から確保し、質の高い教職員
集の実現
・新しい生活様式の中においても、技術の発達や新たな
ニーズなど学校教育を取り巻く環境の変化に応じた研修の
体系的かつ効果的な実施の実現

公立学校教員採用選考試験受験者数・採用者数・競争率（採用倍率）の推移
（文部科学省調べ）
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13.3倍

4.2倍

平成27年12月の中央教育審議会答申などの提言を踏まえ、教師が教職生涯にわたってその資質能力を向上
させていく効果的な仕組みの構築に資するため、大学・教育委員会・民間教育事業者等を活用した委託研究
等を行うことにより、教師の養成・採用・研修を通じた改革を推進する。
なお成果は、EBPM（Evidence-based Policy Making）の観点から、定量的に示すこと等を推進する。
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